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NO.784NO.784
令和７年 (2025)令和７年 (2025)

8/1( 金 )8/1( 金 )

住民基本台帳登録者数 ( ７/ １)住民基本台帳登録者数 ( ７/ １)

　　　　  2,459 人　　　　  2,459 人

　　　　　   父島　　　母島　　　　　　　　

　人口　　2,040 人　　419 人

　世帯　　 1,220　　    259

6 月気象状況6 月気象状況 ((父島父島 ))

 最高気温　31.5℃ 最高気温　31.5℃

 最低気温　21.8℃ 最低気温　21.8℃

 平均気温　27.0℃ 平均気温　27.0℃

 平均湿度　86％ 平均湿度　86％

 月降水量　105.5mm 月降水量　105.5mm

ﾀﾞﾑ貯水率ﾀﾞﾑ貯水率

 7/24 現在 7/24 現在

父島父島

  99.9/100  99.9/100

母島　母島　

  92.9/100  92.9/100

編集・発行　　小笠原村総務課編集・発行　　小笠原村総務課
                                

                           〒 100-2101                           〒 100-2101
　　　　　　　　　　東京都小笠原村父島字西町　　　　　　　　　　東京都小笠原村父島字西町

TEL04998(2)3111    TEL04998(2)3111    
　　　　　　　　　　　　　　FAX04998(2)3222　　　　　　　　　　　　　　FAX04998(2)3222

     ホ - ムペ - ジアドレス     ホ - ムペ - ジアドレス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　     https://www. ｖｉｌｌ .ogasawara. ｔｏｋｙｏ . ｊｐ　     https://www. ｖｉｌｌ .ogasawara. ｔｏｋｙｏ . ｊｐ

     小笠原の花・木・鳥・魚     小笠原の花・木・鳥・魚
          花花　ムニンヒメツバキ　　　ムニンヒメツバキ　　木木　タコノキ　タコノキ
          鳥鳥　ハハジマメグロ　　　　ハハジマメグロ　　　魚魚　アオムロ　アオムロ

村民だより村民だより
  小笠原小笠原　 　 　 　 　　 　 　 　 　-OGASAWARA--OGASAWARA-

▲
カラー版はこちらから

ご覧いただけます

  

参
議
院
議
員
選
挙
の
結
果

参
議
院
議
員
選
挙
の
結
果  

　

７
月
20
日
に
行
な
わ
れ
た
参
議
院
議
員
選
挙
の
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【有
権
者
数
】

 

<父
島
>
１
,
７
１
７
人　

<母
島
>
３
６
５
人

 

<合
計
>
２
,
０
８
２
人

【投
票
率
】

 

<父
島
>
５
６
・３
８
％　

<母
島
>
５
８
・６
３
％

 

<合
計
>
５
６
・７
７
％

【得
票
数
】

<小
選
挙
区
選
出
>

　
　

吉
良　

よ
し
子　
　
　
　

 

７
６
票

　
　

山
本　

ジ
ョ
ー
ジ　
　
　

 

７
９
票

　
　

吉
永　

ア
イ　
　
　
　
　

  

２
票

　
　

土
居　

け
ん
し
ん 

　

３
票

　
　

藤
川　

ひ
ろ
あ
き      

２
票

　
　

西　

み
ゆ
か  

　

１
７
票

　
　

小
坂　

英
二  

　

３
９
票

　
　

さ
や 

 
  

１
４
７
票

　
　

み
ね
し
ま　

侑
也      

２
７
票

　
　

た
け
み　

敬
三 

  

７
３
票

　
　

お
く
む
ら　

ま
さ
よ
し 
７
０
票

　
　

牛
田　

ま
ゆ  

　

７
１
票

　
　

酒
井　

と
も
ひ
ろ　
　
　

 

１
票

　
　

福
村　

康
廣  

　

０
票

　
　

桑
島　

康
文  

　

３
票

　
　

渋
谷　

り
く  

　

１
票

　
　

奥
村　

よ
し
ひ
ろ 

  

８
７
票

　
　

吉
田　

あ
や  

　

３
５
票

　
　

鈴
木　

大
地  

　

１
２
５
票

　
　

塩
村　

あ
や
か 

  

６
６
票

　
　

よ
し
ざ
わ　

恵
理 

  

３
票

　
　

市
川　

た
け
し
ま 

  

１
票

　
　

川
村　

ゆ
う
だ
い 

　

５
９
票

　
　

お
と
き
た　

駿 

　

５
１
票

　
　

平
野　

雨
龍  

　

５
５
票

　
　

山
尾　

し
お
り 

　

１
０
票

　
　

ち
ば　

ひ
と
し 

　

３
票

　
　

増
田　

昇 
 

　

０
票

　
　

つ
じ　

健
太
郎 

　

１
０
票

　
　

早
川　

幹
夫  

　

０
票

　
　

石
丸　

幸
人  

　

９
票

　
　

高
橋　

健
司  

　

２
票

　
　

無
効
投
票　
　
　
　
　
　
　

５
５
票

<比
例
代
表
選
出
>

　
　

日
本
共
産
党　
　
　
　
　

 

６
０
票

　
　

日
本
維
新
の
会　
　
　
　

７
６
票

　
　

無
所
属
連
合　
　
　
　
　

 

２
１
票

　
　

日
本
保
守
党　

 
  

７
２
票

　
　

立
憲
民
主
党　
　
　
　
　

 

１
０
９
・５
９
２
票

　
　

参
政
党　
　
　
　
　
　
　
　

 

１
６
３
票

　
　

国
民
民
主
党　
　
　

     

１
５
９
・４
０
７
票

　
　

チ
ー
ム
み
ら
い　
　
　
　

 

４
０
票

　
　

日
本
誠
真
会　
　
　
　
　

 

８
票

　
　

社
会
民
主
党　
　
　
　
　

 

３
４
票

　
　

れ
い
わ
新
選
組　
　
　
　

 

１
０
７
票

　
　

日
本
改
革
党　
　
　
　
　

 

３
票

　
　

自
由
民
主
党　
　
　
　
　

 

１
９
８
票

　
　

再
生
の
道 

 

　

３
６
票

　
　

公
明
党 

 

　

５
２
票

　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
党　
　
　
　
　
　
　

 

１
４
票

　
　

按
分
切
り
捨
て
票　
　
　

０
・０
０
１
票

　
　

無
効
投
票　
　
　
　
　
　
　

２
９
票

●
問
合
せ
先

　

 

小
笠
原
村
選
挙
管
理
委
員
会　
　

☏
２
-
３
１
１
１

  

戦
没
者
追
悼
式

戦
没
者
追
悼
式  

　

先
の
大
戦
に
お
い
て
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
を
追
悼
し

平
和
を
祈
念
す
る
た
め
小
笠
原
諸
島
戦
没
者
追
悼
式

を
挙
行
し
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
の
ご
参
列
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
献
花
台
を
設
置
し
ま
す
の
で
、
合
わ
せ
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

【父
島
】

 

<日
時
>
８
月
15
日

(金
)
午
後
５
時
30
分
〜

 

<場
所
>
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

多
目
的
ホ
ー
ル

 

<献
花
台
>
鎮
魂
の
碑

(奥
村
)

　
　
　
　
　
　
　

 

午
後
４
時
〜
６
時
30
分

【母
島
】

 

<日
時
>
８
月
15
日

(金
)
午
前
11
時
50
分
〜

 

<場
所
>
村
民
会
館 

体
育
室

 

<献
花
台
>
式
終
了
後
〜
午
後
９
時

●
問
合
せ
先

　

 

村
民
課  

住
民
係　
　
　
　
　
　
　
　

☏
２—

３
１
１
３

　

 

母
島
支
所  

庶
務
係　
　
　
　
　
　
　

☏
３—

２
１
１
１

　

 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会　
　

☏
２—

２
４
８
６

　

 

母
島
事
務
局　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☏
３—

２
１
８
８

  

防
災
行
政
無
線
に
よ
る
緊
急
情
報
伝
達
試
験

防
災
行
政
無
線
に
よ
る
緊
急
情
報
伝
達
試
験  

　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

(Ｊ
ア
ラ
ー
ト
)
の
防
災

行
政
無
線
の
試
験
放
送
を
行
い
ま
す
。

【日
時
】
８
月
20
日

(水
)
午
前
11
時
ご
ろ

※
小
笠
原
村
以
外
の
地
域
で
も
、
全
国
的
に
試
験
が　

　

 

実
施
さ
れ
ま
す
。

※
最
大
音
量
で
放
送
さ
れ
ま
す
。

●
問
合
せ
先　

総
務
課 

総
務
係　

  

☏
２
-
３
１
１
１

  

９
月
に
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す

９
月
に
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す  

　

今
年
の
防
災
訓
練
は
、
９
月
１
日

(
月
)
に
実
施

し
ま
す
。

　

訓
練
の
詳
細
は
別
途
発
行
の
村
民
だ
よ
り

(
防
災

特
集
号
)
に
掲
載
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
の
上
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先　

総
務
課 

総
務
係　
　

☏
２
-
３
１
１
１

  

北
港
公
衆
衛
星
電
話

北
港
公
衆
衛
星
電
話  

通
話
料
金
の
変
更

通
話
料
金
の
変
更((

母
島
母
島) ) 

　

衛
星
電
話
サ
ー
ビ
ス
の
通
話
料
金
改
定
に
伴
い
、
母

島
北
港
の
公
衆
衛
星
電
話
サ
ー
ビ
ス
の
料
金
を
変
更

し
ま
し
た
。

【変
更
後
】

○
初
回
課
金
通
話
時
間
４
０
０
円
で
20
秒

○
以
後
4
０
０
円
で
30
秒

【注
意
事
項
】

○
Ｅ
ｄ
ｙ
は
ご
使
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

○
１
０
０
円
硬
貨
の
み
ご
利
用
で
き
ま
す
。

○
緊
急
通
報

(１
１
９
)
は
、
電
話
Ｂ
Ｏ
Ｘ
内
の
手　
　

　

 

順
ど
お
り
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

　

 

母
島
支
所　

庶
務
係　
　
　
　
　
　
　

☏
３
-
２
１
１
１
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小笠原村長選挙  
 
≪投票時間≫午前７時から午後７時まで 
 
 
≪告示日≫ ８月１９日（火） ≪投票所≫ 父島：地域福祉センター 母島：母島村民会館  

≪開票日≫  ８月２４日（日）午後８時から ≪開票場所≫ 地域福祉センター 

 

 
◆小笠原村長選挙で投票できる人◆ 

 令和 7 年 5 月 18 日までに住民登録を済ませ、引き続き 3 か月以上住民登録されている方のうち、平成 19 年 8 月25 日以前

に生まれた方 

 

 

《期日前投票の場所と期間》  

小笠原村役場：８月２０日（水）～８月２３日（土） 

午前８時３０分～午後８時  

母島支所：８月２０日（水）〜８月２２日（金） 

午前８時３０分～午後６時 

＊正午～午後１時３０分及び土曜日も投票できます 

＊入場券を持参してください 

＊期日前投票は上記どちらの場所でも投票ができます 

【期日前投票ができる方】 

投票日当日に投票できない事由（仕事、学業、レジャー、その他

用事、病気、島外滞在等）がある方は、期日前投票ができます。 

＊必須条件：期日前投票を行う日に小笠原村における選挙権を有

していること 

 

◆ 期 日 前 投 票 に つ い て ◆ ◎投票所へは「入場券」を持参してください 
 

 

 

《父島→母島へ転居された方》 

８月２３日（土）に母島で繰上投票できません。 

８月２４日（日）の投票日に父島で投票となります。 

または２２日（金）までに母島で期日前投票を行うことも

できます。 

《母島→父島へ転居された方》 

８月２４日（日）に父島で投票できません。 

８月２３日（土）の繰上投票日に母島で投票となります。

または２３日（土）までに父島で期日前投票を行うことも

できます。 

◆８月 ６日 (水 )以降に転居 した方◆ 

【父島～母島間】 

 

 

 

 

 

【村の選挙人名簿に登録されている方で、小笠原村外に滞在中・予定の方】 

村外で投票するには、不在者投票請求が必要です 

 
 
▼不在者投票制度を利用する方は、早急にお手続きください▼ 

《手続き方法》 

①不在者投票の請求書を村役場総務課または母島支所へ提出（原本の提出）する。 

＊所定の「請求書」に必要事項を記入し、原本を提出 

＊請求書は村 HP〈各課のページ（総務課）→選挙管理委員会〉からもダウンロードできます 

②小笠原村選挙管理委員会から、滞在先の住所へ投票用紙を郵送します（請求書原本到着後）。 

 ＊対面受取のレターパックで郵送します 

③投票用紙受領後、滞在先の区市町村選挙管理委員会に持参し、係員の指示に従って投票する。 

④不在者投票を行った選挙管理委員会等から小笠原村選挙管理委員会まで、投票済み投票用紙が郵送される。 

＊郵便（投票済み投票用紙）が８月２２日（金）東京発のおがさわら丸に間に合う必要があります 

 

 

●問合せ先  小笠原村選挙管理委員会事務局  ２－３１１１ 

≪投票日≫【父島】 8 月 24 日(日) 【母島】 23 日(土) 
＊母島は繰上投票です 
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中
ノ
平
自
立
支
援
農
業
団
地
就
農
者
の
募
集

中
ノ
平
自
立
支
援
農
業
団
地
就
農
者
の
募
集  

　

母
島
・
中
ノ
平
に
あ
る
中
ノ
平
自
立
支
援
農
業
団

地
は
、
農
業
者
の
自
立
を
支
援
し
、
農
業
振
興
を
図

る
た
め
設
置
し
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
就
農
を
希
望

す
る
農
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

【応
募
資
格
】

 

次
の
①
〜
③
の
条
件
の
す
べ
て
満
た
す
農
業
者

　

①
小
笠
原
村
に
在
住
し
て
い
る
こ
と
。

　

②
就
農
の
許
可
を
し
た
日
以
降
速
や
か
に
母
島
に

居
住
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

　

③
申
請
の
日
以
前
に
小
笠
原
村
に
お
い
て
、
農
業
経

営
の
経
営
主
と
し
て
１
年
以
上
の
就
農
実
績
が
あ
る

こ
と
、
又
は
３
年
以
上
の
農
作
業
従
事
の
実
績
が
あ

る
こ
と
等
。

　

※
③
の
就
農
実
績
・
農
作
業
従
事
の
実
績
に
つ
い
て

は
、
別
に
定
め
る
基
準
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【募
集
人
数
】
3
名

【募
集
区
画
】

【使
用
料
に
つ
い
て
】

　

表
の
使
用
料
と
は
別
に
、
鉄
骨
ハ
ウ
ス
修
繕
等
の
た

め
の
積
立
金
と
園
芸
施
設
共
済
加
入
費
の
負
担
が
必

要
で
す
。

【使
用
期
間
】
原
則
６
年
間　

※
別
途
条
件
あ
り

【応
募
期
間
】
８
月
１
日

(金
)
〜
８
日

(金
)

【応
募
方
法
】

 

応
募
書
類
、
募
集
要
項
は
産
業
観
光
課
、
母
島
支

所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
募
集
内
容
等
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
は
、
産
業
観
光
課
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
せ
先　

産
業
観
光
課　
　
　
　

☏
２
-
３
１
１
４

  

国
勢
調
査
の
実
施

国
勢
調
査
の
実
施  

　

「
令
和
７
年
国
勢
調
査
」
を
10
月
１
日(

水)

に
実

施
し
ま
す
。

　

国
勢
調
査
は
統
計
法
に
基
づ
き
、
日
本
に
住
ん
で
い

る
す
べ
て
の
人
・
世
帯
を
対
象
と
す
る
国
の
最
も
重

要
な
統
計
調
査
で
、
大
正
９
年
か
ら
５
年
ご
と
に
行

わ
れ
て
お
り
、
本
年
実
施
す
る
調
査
は
そ
の
22
回
目

に
あ
た
り
ま
す
。

　

前
回
調
査
に
続
き
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
回
答
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
合
せ
先　

村
民
課 

住
民
係　

  

☏
２—

３
１
１
３

  

今
月
の
納
期
限
・
口
座
振
替
日

今
月
の
納
期
限
・
口
座
振
替
日  

　

８
月
は
、
村
民
税
・
都
民
税
・
森
林
環
境
税(

第

２
期
)、
国
民
健
康
保
険
税(
第
２
期)

、
介
護
保
険

料(

第
２
期)

お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料(

第

１
期)

の
納
期
で
す
。

　

納
期
限
・口
座
振
替
日
は
、
９
月
１
日(
月)

で
す
。

納
期
限
ま
で
に
お
納
め
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

口
座
か
ら
の
自
動
払
込
に
よ
る
納
付
を
申
込
ま
れ

て
い
る
方
は
、
口
座
振
替
日
の
残
高
不
足
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先　
　

財
政
課 

税
務
係　

☏
２
-
３
１
１
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

村
民
課 

住
民
係　

☏
２
-
３
１
１
３

  

小
笠
原
村
人
事
異
動

小
笠
原
村
人
事
異
動  

【異
動
】
<　

>
内
は
旧
所
属

 

６
月
23
日
付

　

 

総
務
課
付　

鳥
居　

汐
音

<財
政
課
税
務
係
>

【採
用

(主
任
級
)】

 

５
月
１
日
付

　

 

医
療
課
診
療
所
係　

小
池　

早
苗

                         

(介
護
福
祉
士　

太
陽
の
郷
)

【採
用

(主
事
級
)】

 

６
月
９
日
付  

村
民
課
付　

髙
橋　

百
花

(事
務
)

 

７
月
15
日
付  

環
境
課
付　

加
藤　

翔

(事
務
)

【退
職
者
】
<　

>
内
は
旧
所
属

 

５
月
31
日
付

  

藤
木　

孝
枝

〔介
護
福
祉
士
〕

                  

<医
療
課
診
療
所
係　

太
陽
の
郷
>

 

６
月
30
日
付

  

太
田　

千
恵

〔看
護
師
〕

                  

<医
療
課
診
療
所
係　

母
島
診
療
所
>

島
外
進
学
を
お
考
え
の
方
へ

島
外
進
学
を
お
考
え
の
方
へ

  

東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合
で
は
、
島
外
へ

進
学
さ
れ
る
方
を
対
象
に
、
提
携
学
生
寮
の
入
居
費

用
の
一
部

(入
館
保
証
金
５
万
円
程
度
)
を
立
て
替

え
る
「島
外
進
学
者
支
援
制
度
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

学
生
寮
で
は
朝
・
夕
の
食
事
提
供
や
、
寮
長
・
寮
母

に
よ
る
見
守
り
な
ど
、
保
護
者
様
に
代
わ
り
学
生
を

サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

　

 

学
生
寮
へ
の
入
居
を
ご
検
討
の
方
は
、
当
組
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
(随
時
受
付
中
)

　

制
度
の
詳
細
・
申
込
は
Ｈ
Ｐ
か
ら　

▼

 

●
問
合
せ
先

　

 

東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合　

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☏
０
３—

３
４
３
２—

４
９
６
１

地
域
振
興
に
係
る
補
助
事
業
の
募
集

(第
２
回
)

地
域
振
興
に
係
る
補
助
事
業
の
募
集

(第
２
回
)

　
　

公
益
財
団
法
人
東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
で
は
、

島
し
ょ
地
域
の
グ
ル
ー
プ
等
が
、
島
し
ょ
地
域
の
振
興

を
目
的
と
し
て
実
施
す
る
事
業
に
対
し
て
、
経
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　
　

詳
し
く
は
、
島
し
ょ
振
興
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【募
集
期
間
】
8
月
22
日

(金
)
ま
で

【対
象
事
業
】

　

○
地
域
振
興
に
係
る
特
産
品
に
関
す
る
事
業

　

○
地
域
振
興
に
係
る
観
光
の
振
興
に
関
す
る
事
業

　

○
地
域
振
興
に
係
る
島
お
こ
し
を
担
う
人
材
育
成　
　

　
　
　

に
関
す
る
事
業

　

○
そ
の
他
地
域
振
興
に
資
す
る
事
業

【補
助
対
象
団
体
】

　

○
概
ね
５
名
以
上

(村
在
住
者
)
で
組
織
さ
れ
、

　
　
　

代
表
者
・
会
則
・
名
簿
等
の
あ
る
団
体
等

　

○
島
し
ょ
地
域
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す
る
小

　
　
　

規
模
企
業
者
、
中
小
企
業
者
、
中
小
企
業
団
体　

　
　
　

等
、
組
合
、
財
団
法
人
、
社
団
法
人
、
特
定
非

　
　
　

営
利
活
動
法
人
、
そ
の
他
東
京
都
島
し
ょ
地
域

　
　
　

の
活
性
化
に
資
す
る
取
組
を
行
う
と
認
め
ら
れ

　
　
　

る
法
人
等

　

○
島
し
ょ
地
域
内
の
個
人
事
業
者

　

※
創
業
予
定
者
は
対
象
外

【補
助
金
額
】

　

補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
４
以
内
で
１
０
０
万
円
を

限
度
と
す
る
。

【事
業
期
間
】

　

令
和
７
年
8
月
１
日
〜
令
和
８
年
7
月
31
日
ま
で

【募
集
案
内
の
配
布
・
提
出
場
所
】

<父
島
>
総
務
課 

総
務
係

<母
島
>
母
島
支
所 

庶
務
係

●
問
合
せ
先

　

 

総
務
課 

総
務
係　

             　

☏
２
-
３
１
１
１

  

東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社　

企
画
管
理
課 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

☏
０
３
-
５
４
７
２
-
６
５
４
６

小
笠
原
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

小
笠
原
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
交
通
渋
滞
の
緩
和
及
び
交
通
事
故
防
止
に
つ
い
て

◎
交
通
渋
滞
の
緩
和
及
び
交
通
事
故
防
止
に
つ
い
て

　

本
格
的
な
繁
忙
期
を
迎
え
、
島
内
の
交
通
量
も
増

加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

特
に
入
出
港
時
の
東
町
周
辺

(
湾
岸
通
り
・
青
灯

台
周
辺
)
は
、
買
い
物
客
や
観
光
客
の
送
迎
車
両
等

が
集
中
し
非
常
に
混
雑
し
て
い
る
状
況
が
見
ら
れ
ま

す
。

　

交
通
渋
滞
の
緩
和
や
交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め

に
も
、
次
の
２
点
の
に
つ
い
て
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

　

①
青
灯
台
駐
車
場
方
向
か
ら
湾
岸
通
り
に
出
る
際

は
、
な
る
べ
く
二
見
港
側
の
信
号
機
が
あ
る
交
差
点
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を
利
用
す
る
。

　

②
送
迎
等
で
湾
岸
通
り
に
一
時
的
に
停
車
す
る
際

に
は
、
通
行
車
両
の
妨
害
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、
交

差
点
や
横
断
歩
道
付
近
等
の
場
所
は
避
け
、
十
分
に

安
全
を
確
か
め
た
上
で
交
通
事
故
防
止
に
努
め
る
。

●
問
合
せ
先　

小
笠
原
警
察
署　
　

 

☏
２—

２
１
１
０   

二
見
港
船
客
待
合
所
周
辺
の
駐
車
場
を
ご
利
用
の
皆
様
へ

二
見
港
船
客
待
合
所
周
辺
の
駐
車
場
を
ご
利
用
の
皆
様
へ

〜
駐
車
場
で
の
思
い
や
り
に
つ
い
て
〜

〜
駐
車
場
で
の
思
い
や
り
に
つ
い
て
〜  

　

 

二
見
港
船
客
待
合
所
周
辺
の
駐
車
場
は
、
船
客
待

合
所
と
沿
道
施
設
を
利
用
さ
れ
る
皆
様
の
た
め
に
整

備
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

 

各
施
設
の
利
用
目
的
以
外
の
駐
車
や
長
期
間
に
わ

た
る
駐
車
等
を
避
け
、
節
度
あ
る
利
用
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

　

 

皆
様
に
と
っ
て
利
用
し
や
す
い
駐
車
場
に
す
る
た

め
、
思
い
や
り
の
あ
る
行
動
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

●
問
合
せ
先

(船
客
待
合
所
駐
車
場
に
つ
い
て
)

　

 

小
笠
原
支
庁
港
湾
課　
　
　
　
　
　

 

☏
２
-
２
０
１
５

(そ
の
他
の
駐
車
場
に
つ
い
て
)

　

 

小
笠
原
支
庁
土
木
課　
　
　
　
　
　

 

☏
２
-
２
１
２
３

　

 

小
笠
原
警
察
署　
　

       　
　

 　

☏
２
-
２
１
１
０

小
笠
原
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

小
笠
原
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ　　

◎
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

◎
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

<盆
踊
り
大
会
>　

　

【日
時
】
８
月
９
日

(土
)、
10
日

(日
)

　
　
　
　
　

午
後
６
時
〜
８
時
30
分

　
　
　
　
　

(

雨
天
時
は
8
月
11
日(

月
・
祝)

に
順
延)　

　

【場
所
】
お
祭
り
広
場

※
な
お
、
両
日
と
も
午
後
８
時
〜
花
火
を
打
ち
上
げ

   

ま
す
。

<ウ
ミ
ガ
メ
放
流
会
>

　

【日
時
】
８
月
14
日

(木
)
午
後
４
時
〜
４
時
30
分

　
　
　
　
　

(
雨
天
時
は
翌
日
に
順
延)　

　

【場
所
】
大
村
海
岸

　
　<南

洋
踊
り
＆K
A

K
A

の
夕
べ
>

　

【日
時
】
８
月
14
日

(木
)
午
後
７
時
〜
８
時

　
　
　
　
　

(

雨
天
時
は
翌
日
に
順
延)

　

【場
所
】
お
祭
り
広
場

　
<ビ
オ
・
ア
ー
ス
映
画
祭
>
(主
催
:
(公
財
)
東
京

都
公
園
協
会
)

　

【日
時
】
８
月
29
日

(金
)、
30
日

(土
)　

　
　
　
　
　

午
後
６
時
〜
９
時

　
　
　
　
　

(雨
天
時
は
8
月
31
日(

日)

に
順
延
)

　

【場
所
】
お
祭
り
広
場

◎
寄
付
・
協
賛
の
お
願
い

◎
寄
付
・
協
賛
の
お
願
い

　

盆
踊
り
・
花
火
の
打
ち
上
げ
に
係
る
費
用
は
、
村

か
ら
の
補
助
金
お
よ
び
皆
様
か
ら
の
ご
寄
付
に
よ
っ
て

賄
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

３
千
円
以
上
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
お
名
前

を
盆
踊
り
会
場
に
掲
示
し
、
返
礼
品

(
オ
リ
ジ
ナ
ル

手
ぬ
ぐ
い
)
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

父
島
の
夏
を
彩
る
風
物
詩
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
る

た
め
、
村
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

※
お
名
前
の
掲
示
は
８
月
７
日

(木
)
ま
で
に
ご
寄 

   

付
い
た
だ
い
た
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

【寄
付
金
受
付
場
所
】

  

小
笠
原
村
観
光
協
会
窓
口

(Ｂ-

し
っ
ぷ
)

●
問
合
せ
先

 

小
笠
原
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局

(小
笠
原
村
観
光
協
会
内
)         

☏
２—

２
５
８
７

  

行
政
相
談
所
の
開
設

行
政
相
談
所
の
開
設  

【日
程
】
８
月
19
日

(火
)

【時
間
】
午
後
７
時
〜
午
後
８
時
30
分

【場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

【行
政
相
談
委
員
】

　

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当　

佐
々
木
英
樹

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

●
問
合
せ
先　

村
民
課 

住
民
係　
　

☏
２
-
３
１
１
３

「島
し
ょ
法
律
相
談
」
の
ご
案
内

「島
し
ょ
法
律
相
談
」
の
ご
案
内

　

東
京
都
で
は
、
島
し
ょ
に
居
住
さ
れ
る
方
を
対
象
と

し
て
、
弁
護
士
の
法
律
相
談

(電
話
相
談
)
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

【相
談
日
】
月
・
水
・
金
曜
日

※
祝
日
・
年
末
年
始
の
閉
庁
日
は
お
休
み
し
ま
す
。

【相
談
時
間
】
午
後
１
時
〜
４
時

※
相
談
時
間
中
は
、直
接
、ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す
が
、　

　
　

相
談
中
の
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
予

　

約
い
た
だ
く
と
確
実
で
す
。

※
事
前
予
約
は
、
月
〜
金
曜
日
の
午
前
９
時
〜
午
後

　
　

５
時

(祝
日
・
年
末
年
始
の
閉
庁
日
を
除
く
)

●
相
談
・
予
約
・
問
合
せ
先

東
京
都
生
活
文
化
局
都
民
生
活
部
地
域
活
動
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

☏
０
３
-
５
３
８
８
-
２
２
４
５

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

 

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

【相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談

【実
施
日
程
】
８
月
22
日

(金
)

【実
施
時
間
】
午
前
10
時
〜
正
午

          　
　

 

(１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
枠
)

 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
予
約
・
問
合
せ
先

  　

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
課

  　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

☏
０
３
-
３
５
８
１
-
２
２
５
０

(受
付
時
間
:平
日
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分
)

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談

　

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
下
さ
い
。
(※
予
約
が
必
要
で
す
。)

【相
談
内
容
・
時
間
】

　

無
料
法
律
相
談

(１
コ
マ
40
分
以
内
)

【母
島
】

 

<日
時
>
８
月
27
日

(水
)
午
後
７
時
〜
９
時

 

<場
所
>
母
島
支
所

【父
島
】

 

<日
時
>
８
月
28
日

(木
)
午
後
５
時
〜
７
時

 

<場
所
>
村
役
場

【予
約
受
付
時
間
】

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

(土
、
日
、
祝
祭
日
お
よ
び
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
)

●
予
約
・
問
合
せ
先

　

 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　

 

☏
０
３
-
３
５
９
５
-
８
５
７
５

８月８月

月月 水水 金金

１

４ ６ ８

１３ １５

１８ ２０ ２２

２５ ２７ ２９
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負担 

割合 
所得区分 

令和7年9月診療分まで 外来＋入院 令和7年10月診療分から 外来＋入院 

外来(個人ごと） (世帯ごと） 外来(個人ごと） (世帯ごと） 

３

割 

現役並み所得Ⅲ 252,600円+（10割分の医療費－842,000円）×1％ 
課税所得690万円 

以上 
〈140,100円〉 ※3 

現役並み所得Ⅱ 167,400円+（10割分の医療費－558,000円）×1％ 
課税所得380万円 

以上 
〈93,000円〉 ※3 

現役並み所得Ⅰ 80,100円+（10割分の医療費－267,000円）×1％ 
課税所得145万円 

以上 
〈44,400円〉 ※3 

２

割 
一 般Ⅱ 

6,000円＋（10割分の医

療費－30,000円）×

10％ 

又は18,000円 

のいずれか低い方 

（144,000円） ※2 

 

57,600円 

〈44,400円〉

※3 

18,000円 

（144,000円） ※2 

57,600円 

〈44,400円〉 

※3 

1

割 

一 般Ⅰ 
18,000円 

（144,000円） ※2 

57,600円 

〈44,400円〉

※3 

18,000円 

（144,000円） ※2 

57,600円 

〈44,400円〉 

※3 

住民税非 

課税等※1 

区分Ⅱ 
8,000円 

24,600円 
8,000円 

24,600円 

区分Ⅰ 15,000円 15,000円 

◎自己負担割合が「２割」となる方への負担軽減(配慮措置)が終了します。 

 令和４年 10月 1日より実施していた、自己負担割合が２割の方への外来医療の負担軽減措置が、令和７年9月30日(火)

までの診療にて終了します。 

 （負担軽減措置については、冊子「後期高齢者医療制度からのお知らせ」をご参照ください。） 

 ２割の方の令和７年 10 月 1 日以降に診療する外来医療の自己負担の１か月の上限は 18,000 円となります。 

※１  区分Ⅰ… ①住民税非課税世帯であり、世帯全員の所得が 0 円の方「公的年金収入は 80 万円(令和 7 年 8 月 1 日 

以降は８０万６千７百円)を控除、給与収入は給与所得控除後さらに 10 万円を控除し計算）、または②住民 

税非課税世帯であり、老齢福祉年金を受給している方  

     区分Ⅱ…住民税非課税世帯であり、区分Ⅰに該当しない方 

※２  後期高齢者医療制度のしくみ P.13「高額療養費（外来年間合算）」を参照。 

※３  診療月を含めた直近 12 か月間に、高額療養費の支給が３回あった場合の４回目以降から適用になる限度額（多数回 

該当）。 

ただし、「外来（個人ごと）の限度額」による支給は、多数回該当の回数に含みません。 

なお、現役並み所得の被保険者は、個人の外来のみで「外来＋入院（世帯ごと）」の限度額に該当した場合も、多数回 

該当の回数に含みます。 

     この多数回該当の回数には、それまで加入していた医療保険（他道府県の後期高齢者医療制度、国保、健康保険、共

済）で該当していた回数は含みません。 

◎１か月の自己負担額 

●問合せ先 村民課 住民係 ☏2－3113 

◎新しい「後期高齢者医療資格確認書」をご確認ください。 

 後期高齢者医療制度の自己負担割合は、新しい年度の住民税課税所得等に基づいて、毎年 8 月 1 日を基準日として決定

しています。令和 7 年 8 月 1 日からお使いいただける新しい「資格確認書」（藤色・有効期限は令和 8 年 7 月 31 日まで）を 

全ての方に 7 月下旬ごろに特定記録でお送りしました。氏名・生年月日・自己負担割合などの記載内容をご確認ください。 

後期高齢者医療制度からのお知らせ 

 



NO.784 　令和７(２０２５)年 8月１日 (金 ) 編集・発行　小笠原村総務課

--66--

  

  

定
期
予
防
接
種

（９
月
）

定
期
予
防
接
種

（９
月
）  

【父
島
】

　

<日
時
>
９
月
４
日

（木
）
午
後
２
時
30
分
～
４
時

　

<場
所
>
小
笠
原
村
診
療
所

※
父
島
は
予
約
制
で
す
。
２
日
前
ま
で
に
福
祉
係 

   

に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

【母
島
】

　

<日
時
>
９
月
４
日

（木
）
午
後
３
時
30
分
～
４
時

　

<場
所
>
母
島
診
療
所

【接
種
可
能
予
防
接
種
】

　

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、

  

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
五
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、

  

Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
、
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
、 

  

水
痘
ワ
ク
チ
ン
、
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
、

  

Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
、
ロ
タ
ワ
ク
チ
ン

　
●
問
合
せ
先　

村
民
課 

福
祉
係　
　

☏
２
―
３
９
３
９

　
　
　
　
　
　
　
　

 

母
島
支
所　
　
　
　
　

 

☏
３
―
２
１
１
１

  

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診　

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診　

　

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。

【対
象
者
】

　

４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、
１
歳
６
か
月
、

　

２
歳　

６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児

【父
島
】

 

<日
時
>
８
月
14
日

（木
）

　
　
　
　
　
　

受
付
時
間　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

 

<場
所
>
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

２
階
大
会
議
室

【母
島
】

 

<日
時
>
８
月
19
日

（火
）

　
　
　
　
　
　

受
付
時
間　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

 

<場
所
>
母
島
診
療
所 

２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム

※
６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
計
測
を
希
望
さ
れ
る
方

   

は
、 

問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先　
　

　
　

村
民
課 

福
祉
係 　
　
　
　
　
　
　
　

☏
２
―
３
９
３
９

　
　

母
島
支
所　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☏
３
―
２
１
１
１

  

育
児
学
級

（お
や
つ
の
会
）
（父
島
）

育
児
学
級

（お
や
つ
の
会
）
（父
島
）  

 

管
理
栄
養
士
と
お
や
つ
を
通
し
て
お
子
さ
ん
の
食
事

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

【対
象
者
】
離
乳
食
を
完
了
し
た
３
歳
ま
で
の

             

お
子
さ
ん
と
保
護
者

【日
時
】
８
月
28
日

（木
）
午
前
10
時
～
11
時
30
分

【場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

２
階
大
会
議
室

【持
ち
物
】
お
子
さ
ん
用
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具

【申
込
締
切
】
８
月
22
日

（金
）

※
事
前
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。

●
申
込
み
・
問
合
せ
先　

   

村
民
課 

福
祉
係　
　
　
　
　
　
　
　
　

☏
２
―
３
９
３
９

  
親
子
教
室

（す
く
す
く
キ
ッ
ズ
）

親
子
教
室

（す
く
す
く
キ
ッ
ズ
）  

　

８
月
の
テ
ー
マ
は
、父
島
・母
島
と
も
に
「水
あ
そ
び
」

で
す
。

　

保
育
士
・
保
健
師
と
共
に
、
親
子
で
ふ
れ
あ
い
な
が

ら
楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。

【父
島
】

　

<対
象
者
>
１
歳
半
～
３
歳
児
と
保
護
者

　

<
日
時
>
８
月
21
日

（
木
）
午
前
10
時
～
11
時
15

分
　

<場
所
>
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
内　

中
庭

　

<持
ち
物
>
濡
れ
て
も
良
い
服
、
タ
オ
ル
、
着
替
え
、

飲
み
物
、
帽
子

　

<申
込
締
切
>
８
月
15
日

（金
）

　

<募
集
組
数
>
最
大
10
組　

                 

※
先
着
順
で
の
ご
案
内
に
な
り
ま
す
。

【母
島
】

　

<対
象
者
>
未
就
園
児
と
保
護
者

　

<日
時
>
８
月
18
日

（月
）
午
前
10
時
～
11
時

　

<場
所
>
母
島
支
所 

屋
根
下
駐
車
場

　

<持
ち
物
>

　
　

濡
れ
て
も
良
い
服
、
タ
オ
ル
、
着
替
え
、
飲
み
物
、　　
　

　
　

帽
子
、
水
遊
び
用
オ
ム
ツ

（あ
る
場
合
）

　

<申
込
締
切
>
８
月
15
日

（金
）

●
申
込
み
・
問
合
せ
先　

　
　

村
民
課 

福
祉
係　
　
　
　
　
　
　
　

 

☏
２
―
３
９
３
９

　
　

母
島
支
所　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☏
３
―
２
１
１
１

  

産
科
・
婦
人
科
専
門
診
療

産
科
・
婦
人
科
専
門
診
療  

 

全
て
予
約
制
で
す
。

【父
島
】

 

<場
所
>
小
笠
原
村
診
療
所

 

<日
時
>
８
月
25
日

（月
）
～
29
日

（金
）

         

午
前
９
時
～
11
時
30
分
・
午
後
２
時
～
４
時

　

[

注
:８
月
27
日

（水
）
は
休
診
で
す]

【母
島
】

 

<場
所
>
母
島
診
療
所

 

<日
時
>
８
月
23
日

（土
）

         

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分
／

　
　
　
　

 

午
後
２
時
～
４
時

【予
約
受
付
】
平
日

（水
曜
日
を
除
く
）

            

午
後
１
時
30
分
～
午
後
５
時
の
間
に
、
電

話
に
て
診
療
所
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先　

小
笠
原
村
診
療
所　

☏
２
―
３
８
０
０

　
　
　
　
　
　
　
　

 

母
島
診
療
所　
　
　
　

☏
３
―
２
１
１
５

小
笠
原
村
診
療
所
の
歯
科
休
診

小
笠
原
村
診
療
所
の
歯
科
休
診((

父
島
父
島))

【歯
科
】

　

<休
診
日
>
８
月
４
日

（月
）
～
13
日

（水
）

※
歯
痛
等
は
、
医
科
の
外
来
に
て
痛
み
止
め
薬
等
の

処
方
も
で
き
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先　

小
笠
原
村
診
療
所　

☏
２
―
３
８
０
０

小
笠
原
海
運
か
ら
の
お
知
ら
せ

小
笠
原
海
運
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

８
月
の
調
整
金
を
含
む
旅
客
・
貨
物
運
賃
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
翌
月
以
降
の
調
整
金
ま
た
は
、
掲
載

に
な
い
料
金
は
直
接
営
業
所
２—

２
５
０
０
ま
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

（）
内
は
変
動
調
整
額
と
な
り
ま
す
。

　　 ８月の燃料油価格変動調整金                    　　 ８月の燃料油価格変動調整金                    単位 ： 円単位 ： 円

ご
予
約
さ
れ
た
乗
船
券
は
、
乗
船
の
７
日
前
ま
で
に
購
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
予
約
さ
れ
た
乗
船
券
は
、
乗
船
の
７
日
前
ま
で
に
購
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
が
さ
わ
ら
丸

お
が
さ
わ
ら
丸

旅
客
運
賃

旅
客
運
賃

等級等級 大人大人 学生学生 小人小人

貨
物
運
賃

貨
物
運
賃

１等品１等品 17,52117,521
（＋ 1,593）（＋ 1,593）

小
笠
原
海
運
㈱　

０
３

小
笠
原
海
運
㈱　

０
３((

３
４
５
１
）
５
１
７
１

３
４
５
１
）
５
１
７
１

１等１等 63,30063,300
（＋８，２６０）（＋８，２６０）

54,16054,160
（＋ 7,060）（＋ 7,060）

31,65031,650
（＋ 4,130）（＋ 4,130） ２等品２等品 16,31116,311

（＋ 1,483）（＋ 1,483）

特 2 等寝台特 2 等寝台 45,71045,710
（＋ 5,970）（＋ 5,970）

36,57036,570
（＋ 4,770）（＋ 4,770）

22,86022,860
（＋ 2,990）（＋ 2,990） 3 等品3 等品 15,00415,004

（＋ 1,364）（＋ 1,364）

2 等寝台2 等寝台 34,44034,440
（＋ 4,500）（＋ 4,500）

27,56027,560
（＋ 3,600）（＋ 3,600）

17,22017,220
（＋ 2,250）（＋ 2,250）

小口小口
0.1 ｔ以下0.1 ｔ以下

1,7561,756
（＋ 160）（＋ 160）

2 等和室2 等和室 30,24030,240
（＋ 3,950）（＋ 3,950）

24,20024,200
（＋ 3,160）（＋ 3,160）

15,12015,120
（＋ 3,350）（＋ 3,350）

小口小口
0.075 ｔ以下0.075 ｔ以下

1,3071,307
（＋ 119）（＋ 119）

等級等級 村民村民 村民小人村民小人 身障者身障者
【乗船券販売時間】【乗船券販売時間】

午前 8 時～午後 4 時午前 8 時～午後 4 時

入港日 ： 午前 9 時～入港日 ： 午前 9 時～

昼休 : 午前 11 時 30 分～午後 1 時昼休 : 午前 11 時 30 分～午後 1 時

出港 2 時間前～出港まで ：出港 2 時間前～出港まで ：
　乗船手続のみ。　乗船手続のみ。
　当日券以外の販売はなし。　当日券以外の販売はなし。

１等１等 44,60044,600
（＋ 5,820）（＋ 5,820）

22,30022,300
（＋ 2,910）（＋ 2,910）

31,65031,650
（＋ 4,130）（＋ 4,130）

特 2 等寝台特 2 等寝台 28,79028,790
（＋ 3,760）（＋ 3,760）

14,40014,400
（＋ 1,880）（＋ 1,880）

22,86022,860
（＋ 2,990）（＋ 2,990）

2 等寝台2 等寝台 21,68021,680
（＋ 2,820）（＋ 2,820）

10,84010,840
（＋ 1,410）（＋ 1,410）

17,22017,220
（＋ 2,250）（＋ 2,250）

2 等和室2 等和室 19,04019,040
（＋ 180）（＋ 180）

9,5209,520
（＋ 90）（＋ 90）

15,12015,120
（＋ 3,350）（＋ 3,350）

　　                                 　　　                                 　単位 ： 円単位 ： 円

は
は
じ
ま
丸

は
は
じ
ま
丸

旅
客
運
賃

旅
客
運
賃

等級等級 大人大人 小人小人 学生学生

伊
豆
諸
島
開
発
㈱　

０
３

伊
豆
諸
島
開
発
㈱　

０
３((

３
４
５
５
）
３
０
９
０　

３
４
５
５
）
３
０
９
０　

２等２等 4,7804,780
（＋ 830）（＋ 830）

2,3902,390
（＋ 410）（＋ 410）

3,8303,830
（＋ 670）（＋ 670）

村民割引村民割引
２等往復２等往復

5,7405,740
（＋ 1,000）（＋ 1,000）

2,8702,870
（＋ 500）（＋ 500）

等級等級 A( ３名用 )A( ３名用 ) B( ２名用 )B( ２名用 )

個室椅子席個室椅子席 5,0005,000 3,0003,000

貨
物
運
賃

貨
物
運
賃

1 等品1 等品 9,5129,512
（＋ 1,064）（＋ 1,064）

２等品２等品 8,9188,918
（＋ 998）（＋ 998）

３等品３等品 8,3238,323
（＋ 931）（＋ 931）

小口小口
０．１ｔ以下０．１ｔ以下

953953
（＋ 107）（＋ 107）

小口小口
０．０７５ｔ以下０．０７５ｔ以下

718718
（＋ 80）（＋ 80）
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小
笠
原
動
物
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

小
笠
原
動
物
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
母
島
巡
回
ペ
ッ
ト
診
療
・
相
談

◎
母
島
巡
回
ペ
ッ
ト
診
療
・
相
談

　

 

小
笠
原
動
物
対
処
室
の
獣
医
師
に
よ
る

「母
島
巡

回
ペ
ッ
ト
診
療
・
相
談
」
を
行
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う

時
に
備
え
て
ペ
ッ
ト
の
体
調
に
関
わ
ら
ず
、
こ
の
機
会

に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

【診
療
日
程
】

　

 

８
月
18
日

（月
）
午
前
11
時
～
正
午　

／

                       

午
後
２
時
～
４
時
30
分

　

 

８
月
19
日

（火
）
午
前
８
時
30
分
～
正
午

【場
所
】

 　

猫
と
小
型
犬
は
母
島
支
所
２
階
の
会
議
室
で
の
診

療
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
猫
は
ケ
ー
ジ
に
入
れ
て
、

小
型
犬
は
ケ
ー
ジ
に
入
れ
る
か
リ
ー
ド
を
し
て
抱
き

か
か
え
て
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

　

 

ま
た
、
大
型
犬
や
複
数
頭
同
時
の
診
療
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【注
意
事
項
】

   

診
療
・
相
談
は
事
前
予
約
制
で
す
。

   

診
療
は
有
料
、
相
談
は
無
料
で
す
。

【予
約
申
込
み
先
】

 

小
笠
原
動
物
対
処
室
０
９
０-

１
６
９
２-

７
６
６
６

●
問
合
せ
先

　

小
笠
原
動
物
協
議
会
事
務
局

　

 

（環
境
課
自
然
環
境
係
）　     　

☏
２—

２
２
７
０

  

イ
エ
シ
ロ
ア
リ
群
飛
調
査
結
果

イ
エ
シ
ロ
ア
リ
群
飛
調
査
結
果  

　

小
笠
原
村
で
実
施
し
た
イ
エ
シ
ロ
ア
リ
の
群
飛
調
査

結
果
を
ご
報
告
し
ま
す
。

【父
島
】

 

<調
査
期
間
>
５
月
13
日
～
６
月
20
日

　

西
町
か
ら
奥
村
で
は
、
目
視
に
よ
る
群
飛
規
模
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
扇
浦
分
譲
地
で
は
、
ラ

イ
ト
で
羽
ア
リ
を
集
め
、
水
の
入
っ
た
ト
レ
イ
で
捕
獲

し
ま
し
た
。

   　

西
町
～
奥
村
の
総
群
飛
箇
所
数
は
、
昨
年
と
比
べ

全
体
的
に
減
少
し
ま
し
た
。
扇
浦
分
譲
地
で
は
、
昨

年
よ
り
捕
獲
数
は
増
加
し
ま
し
た
。

【母
島
】

　

<調
査
期
間
>
集
落
周
辺 

５
月
13
日
～
６
月
20
日

　
　

              

西
浦
以
北 

５
月
21
日
～
６
月
12
日                     

  　

 　

母
島
集
落
で
は
計
３
,
２
７
９
頭
の
捕
獲
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
昨
年
か
ら
群
飛
調
査
期
間
を
拡
大
し

た
母
島
北
部
で
は
、
北
港
か
ら
猪
熊
谷
ト
ン
ネ
ル
周

辺
に
か
け
て
特
に
多
く
の
捕
獲
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
集
落
周
辺
を
含
め
、
営
巣
探
査
お
よ

び
駆
除
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

●
問
合
せ
先 

　
　

環
境
課 

生
活
環
境
係　
　
　
　
　

 
☏
２
―
２
２
７
０

溺
者
救
助
訓
練
講
習
の
実
施

溺
者
救
助
訓
練
講
習
の
実
施

　

小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
で
は
、
ド
ル
フ
ィ
ン

ス
イ
ム
や
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
な
ど
の
海
域
ツ
ア
ー
の
安
全

対
策
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｂ
Ｓ
Ｎ
／
日
本
ス
ノ
ー
ケ

リ
ン
グ
連
盟
と
連
携
し
、
溺
者
救
助
訓
練
講
習
を
開

催
し
ま
す
。

【受
講
で
き
る
方
】

　

ド
ル
フ
ィ
ン
ス
イ
ム
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
、
Ｓ
Ｕ
Ｐ
等
の

海
域
ツ
ア
ー
を
担
当
す
る
ガ
イ
ド
で
、
現
在
事
業
者

ま
た
は
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
従
事
し
て
い
る
方

【講
習
実
施
期
間

（予
定
）】

　

10
月
29
日

（水
）、　

30
日

（木
）
（予
備
日
）

　

座
学
・
屋
内
訓
練
を
半
日
、
海
域
で
の
訓
練
を
半

日
の
１
日
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

【講
習
受
講
申
込
み
期
間
】

　

<申
込
期
間
>
８
月
１
日

（金
）
～
29
日

（金
）

　

<用
紙
配
布
・
受
付
場
所
>

   

村
役
場
産
業
観
光
課 

ま
た
は 

母
島
支
所　

※
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

【受
講
料
】
３
千
円

　

講
習
の
詳
細
、
申
し
込
み
方
法
等
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

 

小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
事
務
局　

　

 

（村
役
場 

産
業
観
光
課
）　　
　
　

☏
２
―
３
１
１
４
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東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
新
規
認
定
講
習

東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
新
規
認
定
講
習

 

東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
新
規
認
定
講
習
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。

【対
象
者
】

 

令
和
７
年
３
月
31
日
時
点
で
小
笠
原
村
に
住
所
を
有

し
、
令
和
８
年
４
月
１
日
時
点
で
18
歳
以
上
と
な
る

方

 

※
体
力
に
自
信
の
あ
る
方
を
推
奨
し
ま
す
。

【講
習
期
間
】
９
月
上
旬
～
11
月
中
旬
ま
で

※
こ
の
期
間
の
う
ち
８
日
間
程
度
講
習
を
実
施
し
ま　

　

す
。

※
天
候
等
に
よ
っ
て
は
日
程
を
変
更
す
る
場
合
が
あ

　

り
ま
す
。

【受
講
料
】
３
千
円

【
申
込
方
法
】
電
子
申
請
も
し
く
は
、
申
込
書
に
よ

り
受
け
付
け
ま
す
。

【申
込
期
間
】
８
月
１
日

（金
）
～
15
日

（金
）

※
申
込
者
が
２
名
に
達
し
な
い
場
合
、
今
年
度
の
講

　

習
会
は
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【電
子
申
請
ペ
ー
ジ
】

　

h
ttp

s
://lo

g
o
fo

rm
.jp

/f/B
IY

ry

 

【申
込
用
紙
配
布
・
提
出
場
所
】

<父
島
>
小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会

<母
島
>
小
笠
原
支
庁 

母
島
出
張
所

 

※
申
込
用
紙
の
配
布
は
８
月
１
日

（金
）
か
ら
で
す
。

●
問
合
せ
先　

　
　

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☏
２
―
３
２
１
５

　
　

小
笠
原
支
庁　

土
木
課　
　
　
　
　

☏
２
―
２
１
６
７

植
物
防
疫
制
度
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

植
物
防
疫
制
度
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

小
笠
原
諸
島
で
は
、
か
つ
て
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
と
い
う

様
々
な
果
実
を
食
害
す
る
ハ
エ
が
発
生
し
、
農
産
物

の
廃
棄
処
分
や
内
地
へ
の
出
荷
制
限
な
ど
大
き
な
農

業
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
し
た
。
長
期
に
わ
た
る

根
絶
防
除
の
末
、
根
絶
を
確
認
し
た
昭
和
60
年
以
降
、

お
よ
そ
40
年
に
わ
た
っ
て
再
侵
入
は
確
認
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
そ
の
リ
ス
ク
は
常
に
存
在
し
ま
す
。

　

現
在
の
小
笠
原
諸
島
で
は
、
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
発
生

地
域

（
東
南
ア
ジ
ア
等
）
か
ら
の
船
舶
の
往
来
に
よ

り
再
侵
入
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
小
笠
原
総

合
事
務
所
お
よ
び
東
京
都
小
笠
原
支
庁
に
お
い
て
侵

入
調
査
が
継
続
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

【小
笠
原
で
輸
入
・
輸
出
は
で
き
ま
せ
ん
！
】

　

植
物
防
疫
法
で
は
、
小
笠
原
諸
島
の
港
は
植
物
の

輸
入
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
海
外
か
ら
入
港

し
た
船
か
ら
野
菜
、
果
物
、
種
苗
な
ど
の
植
物
を
譲

り
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、関
税
法
で
も
、

海
外
か
ら
入
港
し
た
船
が
無
断
で
小
笠
原
諸
島
に
荷

物
を
下
ろ
す
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

  

そ
の
よ
う
な
場
面
を
見
た
り
、
聞
い
た
り
し
た
場
合

は
、
小
笠
原
総
合
事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【小
笠
原
か
ら
持
ち
出
せ
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
！
】

　

小
笠
原
諸
島
に
は
、
農
作
物
に
大
き
な
被
害
を
与

え
る
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
、
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
、

イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
害
虫

が
未
発
生
地
域
へ
広
が
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
植
物

防
疫
法
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
害
虫
及
び
寄
主
植
物
で

あ
る
サ
ツ
マ
イ
モ
、
ヨ
ウ
サ
イ
な
ど
の
植
物
の
持
ち
出

し
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
土
付
き
植
物
を
持
ち
出
す
際
は
検
査
を
受
け
て
く

だ
さ
い
！
】

　

観
葉
植
物
・
苗
木
な
ど
の
土
付
き
植
物
や
土
そ
の

も
の
を
内
地
へ
持
ち
出
す
際
は
、
土
の
表
面
に
ア
フ
リ

カ
マ
イ
マ
イ
の
付
着
が
な
い
こ
と
の
確
認
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
や
そ
の
他
の
病
害
虫
を
水
際
で
防

ぐ
こ
と
は
、
小
笠
原
の
農
業
を
守
る
た
め
、
重
要
な

こ
と
で
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
植
物
防
疫
制
度

に
ご
理
解
・
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【土
・
土
付
き
植
物
の
確
認
場
所
】

<宅
配
便
・
貨
物
な
ど
>

　

小
笠
原
総
合
事
務
所 

２
階
業
務
課

　

（平
日
午
前
８
時
～
正
午
、

　
　

午
後
１
時
30
分
～
５
時
15
分
）

<手
荷
物
・
携
帯
品
な
ど
>

　

二
見
港
船
客
待
合
所 

く
じ
ら
像
の
近
く

　

（お
が
さ
わ
ら
丸
出
港
１
時
間
前
～
）　

●
問
合
せ
先

　
　

小
笠
原
総
合
事
務
所 

業
務
課
防
疫
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☏
２
―
２
１
０
２

令
和
７
年
度
第
１
回
小
笠
原
諸
島
世
界
自
然
遺
産
地
域
科
学
委
員
会

令
和
７
年
度
第
１
回
小
笠
原
諸
島
世
界
自
然
遺
産
地
域
科
学
委
員
会

　

世
界
自
然
遺
産
地
域
の
適
正
な
保
全
や
管
理
を
推

進
す
る
た
め
、
標
記
の
会
議
を
開
催
し
ま
す
。

　

会
議
は
公
開
で
行
わ
れ
、
会
場
ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン

に
て
傍
聴
で
き
ま
す
。

【日
時
】
８
月
26
日

（火
）

　
　
　
　
　

午
後
３
時
～
５
時

（予
定
）

【場
所
】
関
東
地
方
環
境
事
務
所

（さ
い
た
ま
市
）

　
　
　
　
　

小
笠
原
世
界
自
然
遺
産
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（小
笠
原
村
父
島
西
町
）

【会
議
の
議
題

（予
定
）】

　

令
和
７
年
度
の
取
組
に
つ
い
て　

他

【傍
聴
登
録
方
法
】

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
傍
聴
登
録
が
必
要
で

す
。
（小
笠
原
世
界
自
然
遺
産
セ
ン
タ
ー
で
の
傍
聴
は

申
込
み
不
要
で
す
。）

<記
載
事
項
>

　

件
名
:
「
小
笠
原
諸
島
世
界
自
然
遺
産
地
域
科
学

委
員
会
の
傍
聴
登
録
」

　

本
文
:氏
名
、
所
属
名

（個
人
の
場
合
、
所
属
名
は

不
要
）

<登
録
用
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
>

　

o
g
a
s
a
w

a
ra

.o
m

c
@

g
m

a
il.c

o
m

【登
録
締
切
】
８
月
19
日

（火
）
午
後
５
時

●
問
合
せ
先

　
　

環
境
省 

小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☏
２—

７
１
７
４

小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ

小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ

◎
ぎ
ょ
ぎ
ょ
展

◎
ぎ
ょ
ぎ
ょ
展  

　　

--

小
笠
原
の
水
に
関
わ
る
生
き
物
た
ち

小
笠
原
の
水
に
関
わ
る
生
き
物
た
ち--　

開
催
中

　

開
催
中

　

小
笠
原
の
川
や
海
に
生
息
し
て
い
る
個
性
豊
か
な

「水
の
生
き
物
」
に
つ
い
て
、
固
有
種
か
ら
外
来
種
な

ど
を
多
数
の
写
真
や
ポ
ス
タ
ー
解
説
、
標
本
で
紹
介

し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

【期
間
】
７
月
20
日
～
８
月
30
日

（土
）

【開
館
日
】 

お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
中

　
　
　
　
　
　

（着
発
期
間
は
日
曜
休
館
）

【開
館
時
間
】 

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
詳
細
は
小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー　

　

ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

◎
ぎ
ょ
ぎ
ょ
展
特
別
講
演
会

◎
ぎ
ょ
ぎ
ょ
展
特
別
講
演
会

　

～
小
笠
原
の
淡
水
性
エ
ビ
類

（仮
）
～

　

～
小
笠
原
の
淡
水
性
エ
ビ
類

（仮
）
～

　

小
笠
原
の
川
で
比
較
的
身
近
に
見
ら
れ
る
エ
ビ
た
ち

で
す
が
、
あ
ま
り
ス
ポ
ッ
ト
が
当
て
ら
れ
な
い
生
き
物

で
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
小
笠
原
の
淡
水
エ
ビ
た
ち
に

つ
い
て
、
研
究
者
が
生
態
や
不
思
議
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

【日
時
】
８
月
中
旬

※
詳
細
は
村
内
掲
示
板
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【会
場
】
小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

※
講
演
会
は
入
場
無
料
で
す
。
直
接
会
場
ま
で
お
越 

   

し
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

　

 

環
境
省 

小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

☏
２—

７
１
７
４

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ　

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ　

【開
館
日
】
８
月
２
日(

土)

～ 

23
日(

土)

、

　
　
　
　
　
　

  

８
月
27
日(

水)

～
30
日(

土)

【開
館
時
間
】
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　

     

（夜
間
開
館
時
は
午
後
９
時
ま
で
）

※
夜
間
開
館
・
イ
ベ
ン
ト
等
、
詳
し
く
は
ポ
ス
タ
ー 

   

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【特
別
展
】

◎
一
年
展
示

「
ジ
ョ
ン
万
次
郎
展
～
万
次
郎
の
生
涯

◎
一
年
展
示

「
ジ
ョ
ン
万
次
郎
展
～
万
次
郎
の
生
涯

と
小
笠
原
と
の
関
わ
り
」
（新
館
）
開
催
中

と
小
笠
原
と
の
関
わ
り
」
（新
館
）
開
催
中

　

１
８
４
１
年
14
歳
の
時
に
土
佐
か
ら
漁
に
出
て
伊
豆

鳥
島
に
流
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
捕
鯨
船
に
助
け
ら
れ
て

船
員
に
な
っ
た
万
次
郎
。
万
次
郎
の
生
涯
の
な
か
で
、

当
時
の
小
笠
原
と
深
く
関
わ
っ
た
と
い
う
内
容
を
紹

介
し
ま
す
。

◎

「み
ち
展
～
寄
り
道
、
道
く
さ
、
好
き
な
道
」

◎

「み
ち
展
～
寄
り
道
、
道
く
さ
、
好
き
な
道
」

　
　

（本
館
）
開
催
中

　
　

（本
館
）
開
催
中

　

小
笠
原
に
は
様
々
な
生
き
も
の
や
絶
景
、
戦
跡
に

出
会
う

「み
ち
」
が
あ
り
ま
す
。
身
近
な
遊
歩
道
や

日
々
の
生
活
に
根
差
し
た

「
み
ち
」
の
お
す
す
め
ポ

イ
ン
ト
を
ス
タ
ッ
フ
目
線
で
紹
介
し
ま
す
。

●
問
合
せ
先　

　

 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー　
　
　

☏
２—

３
０
０
１

遺
産
セ
ン
タ
ー

H
P



NO.784 　令和７(２０２５)年 8月１日 (金 ) 編集・発行　小笠原村総務課

--99--

  

「ナ
ガ
ス
ク
ジ
ラ
に
似
た
イ
ワ
シ
ク
ジ
ラ
？
」

「ナ
ガ
ス
ク
ジ
ラ
に
似
た
イ
ワ
シ
ク
ジ
ラ
？
」

　

小
笠
原
に
お
け
る
捕
鯨
史
の
終
盤
（１
９
８
０
年
代
）

に
よ
く
捕
獲
さ
れ
て
い
た
、
ニ
タ
リ
ク
ジ
ラ
と
い
う
ク

ジ
ラ
が
い
ま
す
。
め
っ
た
に
出
会
う
こ
と
が
な
い
レ
ア

キ
ャ
ラ
で
す
が
、
今
年
５
月
下
旬
か
ら
６
月
中
旬
に
か

け
て
、
小
笠
原
群
島
周
辺
で
立
て
続
け
に
目
撃
さ
れ

ま
し
た
。

　

ニ
タ
リ
ク
ジ
ラ
は
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
と
同
じ
ヒ
ゲ
ク

ジ
ラ
類
の
一
種
で
、
体
長
は
12
～
14
メ
ー
ト
ル
程
で

す
。
ほ
っ
そ
り
と
し
た
体
に
と
が
っ
た
背
び
れ
が
つ
い

て
お
り
、
頭
に
３
本
の
隆
起
線
が
あ
る
の
が
特
徴
で

す
。
「ニ
タ
リ
」
の
由
来
は
「ナ
ガ
ス
ク
ジ
ラ
に “

似
た”

イ
ワ
シ
ク
ジ
ラ
」
で
す
。
「ん
…
…
？
」
と
、
頭
に
は
、

は
て
な
マ
ー
ク
が
浮
か
び
ま
す
ね
。
イ
ワ
シ
ク
ジ
ラ
と

い
う
の
は
、
外
見
が
ニ
タ
リ
ク
ジ
ラ
に
大
変
よ
く
似
た

ク
ジ
ラ
で
す
。
今
で
は
こ
の
両
種
は
区
別
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
実
は
１
９
５
０
年
代
ま
で
は
ど
ち
ら
も
イ
ワ
シ

ク
ジ
ラ
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
た
経
緯
が
あ
り
、
今
の

ニ
タ
リ
ク
ジ
ラ
に
関
し
て
は
、
古
く
か
ら

「ナ
ガ
ス
ク

ジ
ラ
に
似
た
イ
ワ
シ
ク
ジ
ラ
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
そ
う

で
す
。

　

両
種
の
見
た
目
の
違
い
と
し
て
は
、
イ
ワ
シ
ク
ジ
ラ

の
方
が
ニ
タ
リ
ク
ジ
ラ
よ
り
も
や
や
大
型
で
、
頭
の
三

本
線
が
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
生
息

す
る
水
温
環
境
に
も
違
い
が
あ
り
、
ニ
タ
リ
ク
ジ
ラ
は

主
に
海
面
水
温
が
20
度
以
上
の
暖
か
な
海
を
好
む
の

に
対
し
、
イ
ワ
シ
ク
ジ
ラ
は
そ
れ
よ
り
も
低
水
温
の
場

所
を
好
む
よ
う
で
す
。
小
笠
原
で
も
１
９
５
０
年
代

ま
で
は
イ
ワ
シ
ク
ジ
ラ
の
捕
獲
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
当
時
捕
獲
さ
れ
て
い
た
ほ
と
ん
ど
が
ニ
タ
リ
ク

ジ
ラ
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

両
種
の
識
別
ポ
イ
ン
ト
や
生
態
に
つ
い
て
は
、
日
本

鯨
類
研
究
所
が
２
０
０
４
年
に
発
行
し
た

『イ
ワ
シ
ク

ジ
ラ
と
ニ
タ
リ
ク
ジ
ラ
』
（鯨
研
叢
書
11
号
）
に
、
沢

山
の
写
真
や
図
と
と
も
に
詳
し
く
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
日
本
鯨
類
研
究
所
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
に
て
無
料
で

読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
興
味
が
あ
る
方
は

ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

 

◎
機
関
誌

「Ｍ
ｅ
ｇ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
ａ
」

◎
機
関
誌

「Ｍ
ｅ
ｇ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
ａ
」

　

全
戸
配
布
の
廃
止
・
デ
ジ
タ
ル
版
公
開
の
お
知
ら
せ

　

全
戸
配
布
の
廃
止
・
デ
ジ
タ
ル
版
公
開
の
お
知
ら
せ

　

村
民
の
皆
様
に
も
当
協
会
の
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ

き
た
く
、
こ
れ
ま
で
、
年
に
１
回
村
内
全
戸
配
布
に

て
機
関
誌

「Ｍ
ｅ
ｇ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
ａ
」
を
お
届
け
し
て
き

ま
し
た
が
、
資
源
削
減
の
た
め
、
紙
媒
体
で
の
配
布

を
廃
止
し
、
年
１
回
デ
ジ
タ
ル
版
で
の
お
届
け
に
変

更
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
最
新
号

（99
号
）
に

関
し
ま
し
て
は
、
当
協
会
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
よ
り
閲
覧
可

能
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！
今
号
は
、
ザ

ト
ウ
ク
ジ
ラ
、
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
、
オ
ガ
サ
ワ
ラ
カ
ワ
ラ

ヒ
ワ
お
よ
び
西
之
島
に
関
す
る
話
題
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

【閲
覧
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ
】

h
t
t
p

s
:/

/
w

w
w

.o
w

a
1
9

8
9
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m
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m
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g
a
p
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● 

問
合
せ
先　

  

一
般
社
団
法
人 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協 

   

会

（Ｏ
Ｗ
Ａ
） 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☏
２
―
３
２
１
５

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り　

そ
の

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り　

そ
の

291291

―
ウ
ミ
ガ
メ
の
特
殊
才
能
―

―
ウ
ミ
ガ
メ
の
特
殊
才
能
―

　

今
年
の
産
卵
開
始
時
期
は
い
つ
も
よ
り
遅
い
と
お
伝

え
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
気
が
付
け
ば
も
う
子
ガ
メ

誕
生
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
お
仕

事
を
し
て
い
る
と
、
毎
年
夏
の
間
に
何
千
匹
も
の
子

ガ
メ
を
見
ま
す
。
さ
す
が
に
毎
日
の
こ
と
に
な
る
と
、

子
ガ
メ
の
可
愛
さ
に
も
慣
れ
て
し
ま
う
と
思
わ
れ
が
ち

で
す
が
、
愛
く
る
し
い
ま
な
ざ
し
で
必
死
に
パ
タ
パ
タ

前
ひ
れ
を
動
か
す
様
子
に

「
か
わ
い
い
～
」
と
毎
回

新
鮮
な
気
持
ち
で
声
を
あ
げ
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
子
ガ
メ
達
は
そ
の
可
愛
い
姿
だ
け
が
取
り

柄
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
小
さ
な
体
に
人
間
に
は

な
い
特
殊
能
力
を
備
え
て
い
る
の
で
す
。

　

ウ
ミ
ガ
メ
は
産
ま
れ
る
場
所
と
餌
場
が
数
千
～
数

万
キ
ロ
も
離
れ
て
い
ま
す
。
子
ガ
メ
た
ち
は
大
海
原
を

数
年
か
け
て
旅
し
、
遠
く
離
れ
た
餌
場
で
大
き
く
成

長
し
、
繁
殖
の
た
め
に
産
ま
れ
た
場
所
に
戻
っ
て
き
ま

す
。
数
十
年
後
に
自
分
が
生
ま
れ
た
場
所
へ
戻
っ
て
こ

ら
れ
る
こ
と
も
驚
き
で
す
が
、
親
ガ
メ
か
ら
教
え
ら

れ
た
こ
と
も
な
い
餌
場
に
地
図
も
な
く
辿
り
つ
く
こ
と

が
で
き
る
事
実
に
は
生
命
の
神
秘
を
感
じ
ず
に
は
い

ら
れ
ま
せ
ん
。

　

ど
の
よ
う
に
ウ
ミ
ガ
メ
た
ち
が
方
向
感
覚
を
持
ち
、

摂
餌
域
と
産
卵
地
を
回
遊
し
て
い
る
の
か
そ
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
解
き
明
か
そ
う
と
多
く
の
研
究
者
が
様
々
な

実
験
や
観
察
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。
現
時
点
で

は
、
ウ
ミ
ガ
メ
は
地
球
を
覆
う
磁
場

（
地
磁
気
）
を

読
み
取
る
能
力
が
あ
り
、
地
磁
気
の
イ
ン
プ
リ
ン
テ
ィ

ン
グ
（刷
り
込
み
学
習
）
が
孵
卵
時
点
で
お
こ
な
わ
れ
、

自
分
が
生
ま
れ
た
場
所
を
見
失
わ
な
い
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
加
え
て
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
、
地
磁
気
マ
ッ

プ
の
よ
う
な
も
の
が
備
わ
っ
て
お
り
、
今
い
る
地
点
の

磁
場
な
ら
ば
ど
の
方
角
を
向
く
と
餌
場
へ
安
全
に
た

ど
り
着
け
る
可
能
性
が
高
い
の
か
も
分
か
っ
て
い
る
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ウ
ミ
ガ
メ
以
外
の
動
物
で
も
海
鳥
や
サ
ケ
、
ミ
バ
エ
、

ロ
ブ
ス
タ
ー
や
一
部
の
両
生
類
の
仲
間
も
何
ら
か
の
形

で
地
磁
気
を
利
用
し
て
移
動
や
回
遊
を
し
て
い
る
可

能
性
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

海
洋
セ
ン
タ
ー
の
水
槽
で
は
今
年
生
ま
れ
た
ば
か
り

の
子
ガ
メ
た
ち
が
元
気
に
泳
い
で
い
ま
す
。
可
愛
い
姿

に
癒
さ
れ
つ
つ
も
特
殊
能
力
を
秘
め
た
す
ご
い
生
物

と
い
う
目
線
で
観
察
す
る
の
も
面
白
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

◎
迷
走
ウ
ミ
ガ
メ
１
１
０
番
！

◎
迷
走
ウ
ミ
ガ
メ
１
１
０
番
！

　

産
卵
に
上
陸
し
て
き
た
母
ガ
メ
が
道
路
に
出
て
し

ま
っ
た
り
、
木
に
挟
ま
っ
て
帰
れ
な
く
な
っ
た
り
し
て

し
ま
う
ケ
ー
ス
が
時
々
見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
ま
ま
に

し
て
お
く
と
、
交
通
事
故
を
引
き
起
こ
し
た
り
、
衰

弱
し
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
発
見
し
た
場
合
は
至
急
海
洋
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

―
村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中
―

―
村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中
―

ウ
ミ
ガ
メ
の
調
査
や
飼
育
業
務
の
村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い

●
問
合
せ
先　

　

 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　

 

☏
２
―
２
８
３
０

　

 

夜
間
は
０
９
０
―
１
４
６
１—

３
１
７
１

（認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
ネ
イ
チ
ャ
ー)

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

h
ttp

://b
o
n
in

-
o
c
e
a
n
.n

e
t

◎
マ
イ
マ
イ
の
イ
マ

◎
マ
イ
マ
イ
の
イ
マ  

　　

  

第
百
二
十
二
貝

「マ
イ
マ
イ
と
路
を
つ
く
る
」

第
百
二
十
二
貝

「マ
イ
マ
イ
と
路
を
つ
く
る
」

　　

無
人
島
の
小
さ
な
森
の
中
、
背
番
号
付
き
の
彼
女

の
隣
り
に
、
白
く
眩
し
い
卵
が
３
つ
。
マ
イ
マ
イ
の
楽

園
復
活
の
た
め
の
階
段
を
、
１
段
登
る
の
が
見
え
た

気
が
し
ま
し
た
。
野
外
調
査
の
途
中
で
し
た
が
、
そ

の
隣
り
合
わ
せ
な
記
念
写
真
を
撮
ら
ず
に
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

野
生
復
帰
ま
で
約
10
年
、
初
め
て
の
野
生
復
帰
か

ら
５
年
目
。
た
く
さ
ん
の
ハ
ー
ド
ル
が
あ
り
ま
し
た
が
、

台
風
、
干
ば
つ
、
森
の
虫
害
や
枯
死
も
乗
り
越
え
て
、

飼
育
下
で
一
時
預
か
り
し
て
い
た
マ
イ
マ
イ
た
ち
の
子

孫
が
、
い
よ
い
よ
巽
島
の
森
の
中
で
次
の
世
代
を
繋
い

で
く
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
野
生
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ

な
く
な
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
野
生
復
帰
し
た
マ
イ
マ
イ

が
成
熟
し
、
交
尾
し
て
産
卵
、
そ
こ
か
ら
孵
化
し
た

と
思
わ
れ
る
背
番
号
な
し
の
稚
貝
も
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
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母
島
の
カ
タ
マ
イ
マ
イ
に
も
水
族
館
の
支
援
が
始
ま

り
ま
し
た

（「
す
み
だ
ボ
ニ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
２
０
２
５

～
貴
重
な
小
笠
原
諸
島
固
有
の
マ
イ
マ
イ
を
展
示
～
」

h
ttp

s
:/

/
w

w
w

.s
u
m

id
a
-
a
q
u
a
riu

m
.c

o
m

/

n
e
w

s
/d

e
ta

ils
/5

2
5

4
.h

tm
l

）
し
、
沖
縄
の

陸
貝
で
も
野
生
復
帰
に
向
け
た
準
備
が
本
格
的
に
始

ま
り
ま
す

（「
南
西
諸
島
陸
産
貝
類
保
護
増
殖
事
業

計
画
の
策
定
」h

ttp
s
://w

w
w

.e
n
v
.g

o
.jp

/

p
re

s
s
/p

re
s
s
_0

4
2

8
6

.h
tm

l

）。
他
の
島
で
も
、

他
の
種
類
で
も
、
野
生
復
帰
を
目
指
す
輪
が
広
が
っ

て
い
る
今
、
こ
れ
か
ら
の
数
十
種
の
復
活
の
た
め
に
も
、

小
笠
原
の
カ
タ
マ
イ
マ
イ
た
ち
と
先
行
し
て
道
を
拓
い

て
い
く
日
々
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。

【文
】
自
然
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー　

森 

英
章

【イ
ラ
ス
ト
】
小
野 

恵　

※
小
笠
原
の
マ
イ
マ
イ
野
生
復
帰
は
環
境
省
事
業
に 

   

お
い
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
問
合
せ
先　

　

 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会　
　
　
　
　

☏
２
―
３
１
１
７

◎
嶋
谷
は
ど
ん
な
経
路
で
無
人
島

（小
笠
原
の
島
々
）　

◎
嶋
谷
は
ど
ん
な
経
路
で
無
人
島

（小
笠
原
の
島
々
）　

ま
で
や
っ
て
き
た
の
？

ま
で
や
っ
て
き
た
の
？

　

今
月
は
、
嶋
谷
が
実
際
に
ど
の
よ
う
な
経
路
で
無

人
島

（小
笠
原
の
島
々
）
に
や
っ
て
き
た
か
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

　

嶋
谷
が
書
い
た
「無
人
島
へ
乗
渡
覚
書
」
に
よ
る
と
、

１
６
７
５
年

（
延
宝
３
年
）
閏
４
月
５
日
に
下
田
を

出
発
。
４
月
７
日
に
八
丈
島
入
港
。
４
月
９
日
に
八

丈
島
を
出
発
し
、
４
月
11
日
に
は
現
在
の
鳥
島
の
あ

た
り
に
到
着
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
17
日
間
に
渡
っ

て
航
行
を
続
け
、
４
月
29
日
に
や
っ
と
巡
検
の
命
を

受
け
た
無
人
島
を
発
見
し
、
５
月
１
日
上
陸
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
現
在
の
父
島
、
母
島
な
ど
主
な
島
々

を
巡
検
し
、６
月
５
日
に
現
地
を
出
発
。
12
日
、無
事
、

伊
豆
下
田
に
着
船
し
ま
し
た
。

　

嶋
谷
た
ち
が
た
ど
っ
た
無
人
島
ま
で
の
経
路
を
示
し

た
図

（注
１
）
は
、
昨
年
、
滋
賀
県
東
近
江
市
に
あ

る
西
堀
榮
三
郎
記
念
探
検
の
殿
堂
で
開
催
さ
れ
た
嶋

谷
市
左
衛
門
の
特
別
展
示
で
紹
介
さ
れ
た
も
の
で
す
。

そ
の
展
示
の
説
明
文
に
は
、
「
嶋
谷
た
ち
は
、
『
無
人

島
は
八
丈
島
の
南
東
に
あ
る
』
と
い
う
遭
難
者
の
証

言
の
も
と
に
、
ま
ず
緯
度
を
測
り
な
が
ら
南
に
進
み
、

こ
の
あ
た
り
だ
ろ
う
か
と
見
当
を
つ
け
て
東
へ
進
み
、

島
が
見
つ
か
ら
な
け
れ
ば
戻
っ
て
方
角
を
変
え
た
り
、

さ
ら
に
南
に
進
ん
だ
り
、
と
い
う
や
り
方
で
島
を
探
し

ま
し
た
。
は
じ
め
は
細
か
く
方
角
を
変
え
て
い
ま
し
た

が
、
15
日
目
か
ら
は
、
ひ
た
す
ら
に
南
下
し
て
か
ら

東
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。
嶋
谷
の
こ
の
思
い
切
っ
た
指

示
で
無
人
島
に
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

現
代
で
は
南
北
を
表
す
緯
度
と
東
西
を
表
す
経
度
が

交
わ
る
点
を
目
的
の
場
所
と
し
て
説
明
で
き
ま
す
。

し
か
し
江
戸
時
代
の
天
測
で
は
南
北
の
位
置
を
知
る

こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
も
そ
も
無
人
島
の

正
確
な
位
置
を
知
る
人
は
い
な
か
っ
た
の
で
、
限
ら
れ

た
手
段
で
の
巡
検
は
大
変
な
も
の
で
し
た
。」
と
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　

経
路
図
を
見
て
も
、
ど
れ
ほ
ど
大
変
な
航
海
で
あ
っ

た
か
が
想
像
で
き
ま
す
ね
。
地
図
も
な
く
、
緯
度
の

測
定
と
磁
石
を
頼
り
に
広
い
太
平
洋
を
さ
ま
よ
う
こ

と
は
命
を
落
と
す
危
険
と
背
中
合
わ
せ
に
あ
り
、
船

頭
で
あ
る
嶋
谷
の
的
確
な
判
断
力
と
乗
組
員
へ
の
統

率
力
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　

９
月
号
で
は
、
９
月
に
実
施
す
る
村
民
の
皆
さ
ま
向

け
の
講
演
会
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
注
１
）
図
は
嶋
谷
が
書
い
た

「
嶋
谷
市
左
衛
門
無

人
島
へ
乗
渡
覚
書

（
小
笠
原
島
紀
事
26
巻
）」
を
も

と
に
、
西
堀
榮
三
郎
記
念
探
検
の
殿
堂
で
作
図
し
た

も
の
で
す
。
な
お
、
一
部
は
省
略
し
て
い
ま
す
。

●
問
合
せ
先　
　

　
 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会　
　
　
　
　

☏
２—

３
１
１
７



  NO．784  令和 7（2025）年 8 月 1 日（金）                         編集・発行  小笠原村総務課 

-11- 

生活習慣病とは、様々な生活習慣が原因となって発症する病気の総称です。生活習慣病の多くは自覚症状がないため、気づか

ないまま進行し、身体に重大な影響を及ぼします。 

健診前３か月の今からでも間に合う！ちょっとした生活習慣の見直しをしてみましょう！ 

寝不足は食欲増進ホルモンの分泌が増え、肥満のリスクが高まるため、６～８時間の睡眠をとる
ようにする。 

 

 

健診で、病気のリスクに気づいて生活習慣を見直すヒントに！！ 

健康診断で「病気を早期発見する」ことはもちろん、数値をチェックして病気のリスクに気づき、「健康なうちから生活習慣を

改善する」ことが大切です。 

脂肪分が少なく、中性脂肪やコレステロールの改善につながりやすい和食中心の食生活にする。 

 

習慣的に運動をすることが理想ですが、難しい場合は日常の中で工夫して体を動かすようにする。 
隙間時間を活用してこまめに歩くなど今より１日１０００歩、歩数を増やすことから意識する！ 

 

夕食は２１時までに終わらせ、寝る２時間前からはなにも食べないようにする。 

 

脂質異常や肝機能、血糖値などの検査値は健診前１～３か月前からの日々の積み重ねが検査値に反映されます。 

あらかじめ飲む量を決めておくなど飲み過ぎない工夫をする。 
休肝日を設けるなど無理なく飲酒量を減らせる目標を立ててみる。 

 

 

 
 

                                

                               

                                 

     
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
― 村民課福祉係 ― 

― 第 306 号 ― 

 

クジラの伝言板 

けんこう通信 

 

村民課福祉係 

 2－3939 

 

クジラ： きちんと運動するのはハードルが高いけど、ちょっとしたことなら気をつけられそうだよ！ 

保健師：そうですね、生活習慣として毎日続けられることが大切ですね。 

クジラ：できることからコツコツと！だね♪今から住民健診に備えよう！ 

  

 

 

生活習慣病はこうして発症する！ 

 

今年の住民健診まで約３か月となりました。今年の健診を受ける前に、昨年の健診結果を見直して、「自分の現在地」

を知ることが生活習慣病予防の第一歩です。今回は、生活習慣病発症の過程と健診に向けて日常のちょっとした意識の

変化でできる生活習慣の改善のポイントをお伝えします！ 

不規則な生活習慣 

偏った食生活、 
運動・睡眠不足、
喫煙、飲酒など 

身体に異常が現れる 

体重増加、 
血圧・血糖値の上昇、
脂質の異常など 

肥満症、糖尿病、 
高血圧症、脂質異常症 

動脈硬化の進行 
合併症の発症 

心筋梗塞、脳梗塞、
糖尿病合併症など 

生活習慣病の発症 

健診を受診する 

健診結果をチェック 生活習慣の改善 

②複数の項目で異常がある人は要注意！ 

①検査数値は経年比較する！ 

年ごとに経過を追って、数値の変化を見ることで、
自分の身体の変化に気づくことができます。 

各項目の異常が軽度でも、それぞれが影響しあい、
病気になるリスクが高まります。 

食事 

運動 

睡眠 

飲酒 



父島・母島ラジオ体操開始(～27日) 入・出港日

入・出港日

認知症講演会(～４日)

親子教室(すくすくキッズ)(母島)

母島巡回ペット診療・相談(・19日)

小笠原村診療所 歯科休診(父島)(～13日) 小笠原村長選挙 告示日

乳幼児健診・歯科健診(母島)/行政相談所の開設(父島)

「小笠原諸島世界自然遺産地域科学委員会」傍聴登録〆切

入・出港日
小笠原村村長選 期日前投票(父島～23日)(母島～22日)

Jアラート試験放送

入・出港日 親子教室(すくすくキッズ)(父島)

定期予防接種(父島)(母島) 電話による無料法律相談

育児学級(おやつの会)(父島)申込〆切

地域振興に係る補助事業の募集(第２回)申込〆切

中ノ平自立支援農業団地就農者の募集(母島)申込〆切 入・出港日

小笠原村長選挙 繰上げ投票日(母島)

産科・婦人科専門診療(母島)

入・出港日 小笠原村長選挙 投票日(父島)

父島盆踊り大会・花火打ち上げ(・10日)

産科・婦人科専門診療(父島)(～29日)

小笠原諸島世界自然遺産地域科学委員会

入港日
東京三弁護士会による法律相談(母島)

入・出港日 東京三弁護士会による法律相談(父島)

育児学級(おやつの会)(父島)

乳幼児健診・歯科健診(父島) 母島再エネ100%電力供給実証事業開始式

ウミガメ放流会/南洋踊り＆KAKAの夕べ(父島) ビオ・アース映画祭(父島)(・30日)

「溺者救助訓練講習」申込〆切

戦没者追悼式(父島)(母島) 出港日
親子教室(すくすくキッズ)申込〆切

東京都自然ガイド新規認定講習申込〆切

※          マーク：小笠原高校 図書館開放日(開館時間：午後２:30～５:00)
※島しょ法律相談(電話相談)(東京都)１日・４日・６日・８日・1３日・1５日・1８日・2０日・2２日・2５日・2７日・２９日

16 土

日付 曜日 行　事　予　定 日付 曜日

1

行　事　予　定

金

3 日 18 月

土 17 日2

5 火 20

4 月 19 火

7

水

6 水

木 22 金

21 木

9

8

土 24 日

23 土金

11

10

月 26 火

25 月日

27 水12 火

14

13

木 29 金

28 木水

31 日

30 土15 金

8月のカレンダー

山の日


